
 

令和５年度 自己評価・学校関係者評価  【進路支援部】 

                                       岐阜県立恵那南高等学校 学校番号 ５０ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学 校 教 育 目 標 
社会的･職業的自立に向けた基礎となる資質や能力を培い、知･徳･体の
調和のとれた心豊かな地域社会人を育成します。 

２ スクール・ポリシー 

『育てたい生徒像』  

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『生徒をどう育てるか』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

『どんな生徒を待っているか』 

アドミッション・ポリシー（ＡＰ） 

・自己の適性を理解し、自

らの将来をデザインし、

自己実現に向けて自発的

に行動できる生徒 

・多様な人々と協調性をも

って豊かな人間関係を築

き、他者と協力して課題

解決に取り組める生徒 

・地域との関わりを大切に

し、地域の課題を発見 

し、地域の持続的な発展

に貢献できる生徒 

・生徒一人一人の個性や能

力を開花させ、将来の進

路目標を実現するための

カリキュラムの編成とIC

T活用などによる分かり

やすく個に応じた指導の

実施 

・「探究的な学び」や教科

学習、対話的な学びによ

る、コミュニケーション

能力と自己表現力の育成 

・長く広い視野で自分の住

む地域のことを考える心

を育む教育活動の推進 

・学習活動、部活動、生徒

会活動などを通じて、自

らの可能性に挑戦したい

生徒 

・人との関わりやつながり

を大切にし、仲間と協力

しながら主体的に学びた

い生徒 

・地域活動やボランティア

活動などに主体的に参加

し、地域社会で活躍した

いという意欲のある生徒 

 

３ 評価する領域・分野 ◇進路指導 

４ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

〇学校評価アンケート（保護者用）では、【R4 → R5】 

・進路説明会等、保護者が必要とする進路情報を提供する場を設けてい 

る。      （保護者）AB割合89→91  CD割合 4→3 

・学校は生徒の進路希望に沿った適切なアドバイスをしている。 

（保護者）AB割合92→92  CD割合 3→2 

〇学校評価アンケート（生徒用）では、 

・本校では、生徒に適した進路情報を示し、生徒の可能性を引き出そう
としている。  （生 徒）AB割合88→92  CD割合 5→2 

・本校では、生徒の将来の希望に沿った具体的な進路指導が行われてい
る。      （生 徒）AB割合89→92  CD割合 3→1 

＊昨年度に引き続き高評価をいただいた。インターンシップや市と連携
した企業見学など、多くの進路行事を通して十分な進路情報が提供で
きたことが評価されていると考えられる。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇社会的・職業的自立を促すキャリア教育を推進し、生徒自ら進路実現
を成し遂げようとする意欲や姿勢を持った人材を育成する。 

①個々の生徒の特性等を的確に把握し、入学時から計画的・継続的で組
織的な進路支援ならびにキャリア教育を推進する。 

②生徒自らの在り方生き方を考え、主体的に進路を選択決定できる能力
を育てる。 

③個々の幅広い進路に応じて、適切な情報提供や進路相談の充実に努め
る。 

④地域社会の発展に貢献でき、活躍できる必要な学力をつけるよう努め
る。 

⑤学校、家庭、地域との連携を図り、生徒の健全育成に努める。 

 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・キャリア教育については、１年次では科目「産業社会と人間」、２・
３年次では科目「総合的な探究の時間」を中心に取り組み、企画・運
営を学年団と進路支援部で連携して推進する。 

・県より配置された「地域創生キャリアプランナー」と連携して、年間
を通して計画的に活用する。 

・各年次に進路支援部に所属している職員を配置して、双方向に生徒に 

関しての情報交換を行う。 

 



 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
①学力の向上 
 基礎学力の向上と自ら進路実現ができるよう
な学力をつける。 

②資質、マナーの向上 
  望ましい勤労観・職業観を形成させ、基本的な
ビジネスマナーを身に付ける。 

③指導内容、指導体制の充実・改善 
 計画的・組織的な指導体制を充実させ、外部と
の連携を強める。 

①基礎力診断テストの成績と記述式テストの成績 
②進路行事の感想や自己評価による達成度の診断 

③外部関係者からの評価やアンケート結果 
④キャリア面談による進路意識の変化 
⑤希望進路の達成状況 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点 11  評 価 
①基礎力診断テストを２回実施して、学力の進捗
状況を確認した。 

②多くの説明会やガイダンスなど進路行事を実施
した。インターンシップやデュアル実習などの
取り組みが、内定につながった生徒もいた。 

③企業や上級学校の情報収集を行い、共通認識の
形成を図った。 

①基礎学力が定着し学力を伸ば
すことができたか 

②進路行事の企画は効果があっ
たか。 

③進路情報を生徒に還元できた
か。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 
12 
成
果
・ 

課
題 

○本校職員のきめ細かな指導が、生徒の進路先に反映された。 

○就職希望者については担任団のきめ細やかな指導の成果もあり、全員が希望企
業に内定した。 

○進学希望者については先生方の教科指導や小論文指導により、全員が希望の学
校に合格した。 

▲進路行事の内容が重複するものがあり、やや過剰とみられる部分があった。有
効なものを精選して実施する必要がある。 

▲難度の高い志望先に挑戦する意識を醸成できていない。 
▲進学系列に導入したスタディサプリの利用状況が良くなかった。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・進路行事の大幅な改編を行うので、指導効果について注視しながら実施する。 
・地元企業の良さを引き続き紹介する。 
・到達度テストを利用し、生徒が自主的にスタディサプリを活用できるようにする。 

 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：令和６年１月２４日 

【意見・要望・評価等】 

・進学指導、就職指導が充実していて、成果も上がっており、高く評価できる。今後も人間力を高める

教育を含め、充実した指導を継続してほしい。 

・デュアルシステム、インターンシップ等の取組は素晴らしい取組だ。進路指導に対する評価が高くな

っているのにはデュアルシステム導入も影響があるのではないかと感じる。 

・進学系列対象のスタディサプリの利用が少なかった理由を探り、より充実した活用につながるように

してほしい。 

 


